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Abstract 
The current study sought to clarify musical activities and teachers’ perspectives of music teaching using a 
questionnaire-based survey for directors and teachers in nine Montessori kindergartens in Hiroshima prefecture. 
Although the basic form of the Montessori method involves the care of children of different ages with individual 
guidance, approximately 90% of all nursery teachers were found to teach children of the same age in group 
musical instruction. This situation is likely to have occurred because many kindergartens are involved in 
instrumental ensembles and singing among children of the same age. The following three characteristics were 
identified as tendencies in teachers’ perspectives of music teaching: 1) until musical activities were performed by 
the group, the teacher conducted guidance according to the interest and developmental stage of each child; 2) the 
teacher intended to help the child clearly grasp the musical instrument rendition style using the Montessori 
teaching method called “presentation”; and 3) teachers placed importance on children listening to sound in a 
natural way. In each Montessori kindergarten surveyed, elements of the Montessori method were clearly 




 1907 年に「子どもの家」（Casa dei Bambini）が開設した当初から，モンテッソーリ（Montessori, Maria 










 国際モンテッソーリ協会（Association Montessori Internationale）は，モンテッソーリ・メソッドの独自性
と教育の質を妥当な水準に保つために，モンテッソーリ教師養成コースを開催し，ディプロマを発行する
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・調査対象者：広島県内の 9 つのモンテッソーリ園に勤める園長及び保育者 61 名 
・調査時期：2018 年 3 月 27 日（火）〜2018 年 5 月 15 日（火） 
・調査内容：①回答者の属性に関すること，②音楽活動の実践内容（a．モンテッソーリ教育における音 
      楽的活動の実践の有無と程度，b．モンテッソーリ教育における音楽的活動を除くその他の 









う。①回答者の属性については，以下のグラフ 1 から 3 に示すとおりである。まず，担任等の別について
は，全体の約 6 割弱がクラス担任であった。また，数は少ないものの，園によっては音楽専門の保育者を
配置していた（グラフ 1 を参照）。モンテッソーリ教師免許状の種別については，全体の約 9 割の保育者が
国内のモンテッソーリ教師免許状を取得していることから，モンテッソーリ教育に対する専門性を有して
いる保育者の割合は高いと言える（グラフ 2 を参照）。モンテッソーリ教師歴については，5 年未満の保育
者が全体の 4 割を占め，10 年以上の保育者が全体の約 5 割を占めていることから，若手とベテランの保育
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全体の 3%と非常に低い数値であった。一方，全体の約 6 割を占めたのが，
異年齢及び同年齢であり，同年齢のみで音楽活動を実施している保育者は，
全体の約 3 割であった。このことから，約 9 割の保育者が，同年齢での音
楽活動を実施していることが明らかになった。 
 次に，異年齢と同年齢の各々における音楽活動の実施状況について見ていく。以下のグラフ 5 から 7 は
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 1 週間における音楽活動の回数は，異年齢の約 6 割が 3 回以上という結果であった。一方，同項目にお
いて，同年齢の約 5 割が 1 回もしくは 2 回であった（グラフ 5 及び 8 を参照）。1 回における音楽活動の時
間は，異年齢の約 8 割が 30 分未満であるのに対し，同年齢の 6 割が 30 分以上であった。このことから，
同年齢の 1 回における音楽活動は，ある程度長い時間が設けられていることが分かる（グラフ 6 及び 9 を
参照）。音楽活動の種別について，異年齢で最も多かったものが全体の約 7 割を占めている歌唱であり，1
回にかける時間については全体の約 5 割が 10 分以内であった。先述したように，モンテッソーリ園では
異年齢保育を基本としているため，クラス内での集まりの時間等に歌っていることがこの結果に結び付い
たものと予測できる。一方，同項目において，同年齢の音楽活動の種別として最も多かったものが，全体
の約 4 割を占める器楽合奏であった。反対に，異年齢での器楽合奏は全体の 7%と低い数値であった（グ







 上記の質問に対する回答者数は，61 人中，28 人であった。音楽指導をする際の，モンテッソーリ教育の
考え方や方法に関する記述は 70 であった。この 70 の記述を，KJ 法を参考にして分類を行なったところ，

























己訂正（自分で間違いに気づき，修正する。）という 4 つの過程が含まれていた。 
 そして，この 4 つの過程を含む「活動のサイクル」の根底に据えられているモンテッソーリの教育理念
としては，①個々の子どもの興味・関心や発達段階等，それぞれのニーズに合わせて指導すること，②易
しいものから複雑なものへと段階的に指導すること，という 2 点について記述されていた。 




























































































1）AMI のトレーナーの養成を務めるアンドリュース（Sarah Werner Andrews）によって実施された， AMI Refresher 
Course における“Filling The Air With Music!”（2017 年 2 月 14 日）が挙げられる。 
2）本研究の質問紙調査において，モンテッソーリらが音楽教育の主要な教具として位置づけている「音感ベル」
は，全体の約 8 割弱の保育者が保育室に設置していないということが明らかとなった。 
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